
日本のごみのほとんどが
焼却されていることを

ご存知ですか？

コンポストを通じた環境教育

京都府教育委員会と連携し、
井手町と宇治田原町の小学校５
年生を対象にコンポスト作りの
授業を行なっています。

ホテルの食品ごみから堆肥作り

フードロス削減のために京都
市のウェスティン都ホテルと提
携し、ビュッフェの残りを堆肥
にしています。そして堆肥を農
家さんに提供し、ホテルに出荷
するイチゴとイチジクの栽培に
活用してもらっています。

京都市動物園との共同研究
ゴリラやゾウなどの動物の糞

を使って、コンポストを作り、
動物種ごとに分解のスピードや
特徴を調査しています。

都市の食品ごみとブタを利用し
たコンポストによる栄養の循環

ザンビアの首都ルサカでは人
口の増加ととに都市のごみも急
増しています。

レストランや工場から出た食
品ごみが利用されずに捨てられ
ているケースが多くあります。
プロジェクトではこれらの食品
ごみを餌としてブタを飼育して、
ブタの糞とトウモロコシの皮を
材料に、コンポスト作りを開始
しました。

今年、ザンビア南部の農家は
大規模な干ばつと化学肥料の価
格高騰で苦しんでいます。不要
な食品ごみを有機堆肥に変えて、
都市から農地に栄養分を循環さ
せる仕組みをつくります。

「ごみは地球を救う」
都市と農村の有機物循環プロジェクト
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ザンビア

私たちのプロジェクトでは、コンポストを使って有機物を循環させる活動を各地で実施しています。

◼ 都市におけるごみ問題／農地における土壌養分の不足 温室効果ガス（二酸化炭素やメタン）の排出削減
◼ 有機ごみを活用した砂漠化防止（ニジェール）、農業生産性の向上（ザンビア・ウガンダ）
◼ ごみの焼却処分からの脱却（日本）

取り組んでいる課題

◼ 地域・環境に即したコンポストのあり方の模索
◼ 有機ごみを活用した荒廃地の養分回復・砂漠化防止
◼ 有機ごみの焼却処分から分解、そして循環への転換

→   都市と農村の間の有機物循環システムの構築

研究の目的

日本

主食のバナナの皮やローカル資
材を利用したコンポスト

ウガンダの人たちの主食はプ
ランテン・バナナです。

都市部の廃棄物には、バナナ
の皮や野菜の皮など、多くの食
品ごみが含まれています。廃棄
物処分場の近くでは、これらの
廃棄物を分別・収集する人、食
品ごみを集めて家畜を育てる人
がいて、都市ごみを活用して生
計を立てています。

ウガンダでは、都市の食品ご
みやこれまで廃棄されてきた
ローカル資材を利用して、コン
ポストをつくっています。生活
からでる廃棄物を利用して、土
壌の改善をし、新たな仕事をつ
くることを目指しています。ど
のようなコンポストがウガンダ
の地域社会に最適か、調査を進
めています。

ウガンダ

プロジェクト活動

活動紹介① 活動紹介②  活動紹介③

“Cleaning the City, Greening the Land”

アフリカ大陸

ウガンダ

ザンビア
そして、循環へ

実験中のトウモロコシ
の皮入り堆肥の山
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地球研ドライコンポストのつくり方の
Webページはこちら

ポイント

ごみの発酵熱
•ごみの栄養分をエネルギー源として微生物が発酵熱を発します。温度の高低
は、入れる生ごみの栄養分によります。

乾いていれば、乾いているほど、よい状態
•糸状菌をはじめとする微生物は栄養と水分をもとめて、ごみを分解します。

“からっから”に乾燥しているくらいが理想的です。

ハエなど虫の予防
•台所の三角コーナーにハエがたかる前に、水をよく切ってコンポストに埋め
込こんでください。ごみが土に埋まっていれば虫は来ません。台所でごみを
放置していると、小バエがごみに産卵し、コンポストのなかでウジ虫になり、
1週間くらいで小バエになります。

コンポストの色・てざわり
•生ごみを入れ続けていると、かたまりが、かきまぜやすくなってきます。色
は白っぽい色からさらさらになり黒みがかかり茶褐色、そしてさらに栄養分

が加わると黒色になってきます。感触の違いを感じてみてください。

たらいの数
•家族の人数や生ごみの量によっては、たらいを2つ以上準備して、ごみを入
れないお休みの日を作ってあげるといい状態で維持することができます。

←

https://organic-rihn.chikyu.ac.jp/recipe/

仕込み
たらいは軒下などの雨水の入らないところに置
きます。たらいに土、米ぬか（鶏ふん）を入れ
てスコップでよくかき混ぜます。

・たらいをネットで覆うことで虫を防げます

放置
1週間ほど寝かせます。
この間に、コンポストの米ぬかが発酵して
夏場は55〜60℃、冬は30℃までに発熱します。

・米ぬかが入ると乳酸発酵が起こり、土がかたまりになる

・水分が多いと白カビ（糸状菌）が生えるが、この菌が
ごみを分解してくれるます

・底からよくかき混ぜて水分を蒸発させるようにすると
においは消えます

食品ゴミを投入
生ごみ（野菜くずや残飯など）をコンポストに
入れ、土となじませるようにかき混ぜます。
ごみが土の表面に出ないように埋め込みます。
分解の進み具合を見ながら、ごみの投入後に
かき混ぜることを繰り返します。

・水が多いと腐敗臭や虫が発生しやすいので台所でごみの
水分を切ります

・一度に200〜500グラムくらいが適量です

コンポストの熟成・利用
コンポストを庭や家庭菜園での植物の栽培に使
うには、２週間以上ごみの投入をやめ、３日に
１度かき混ぜる。

・水に濡らしてくさい匂いがしなければOK
・土の表面に振りかけるように使います
・植木鉢の場合は

コンポスト：土壌＝1：5の分量で使用

糸状菌が増え、分解が進む

生ごみを入れ、かき混ぜる

４

コンポスト内で起きてる分解は、
人のおなかの消化と同じ

コンポストに一度にごみを入れすぎると
「おなかいっぱい！」満腹状態になり、
“消化不良”を起こします。
体内と同じように、コンポストの中では微生物が
食べ物を分解しています。スムーズに分解を進めるには
コンポストの土中の温度が体温と同じ36℃位になるのが適温です。

36℃より温度が下がって、おなかが減った状態に
なったことを確認してごみを入れましょう

←土の中

１週間で仕込みが完了

36℃
36℃

1週間発酵させて放置

米ぬか、鶏ふんを入れた状態

２

１

３

繰り返し

何が
分解しやすいのか、
分解しにくいのか、

観察してみよう

分解しやすいもの 分解しにくいもの 発芽してくるもの 取り除くもの

人の体の中→
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